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保育者養成課程における素話実践の意義と課題

はじめに

保育の現場では、絵本の読み聞かせや紙芝居をはじ
め、ペープサートやパネルシアター等、さまざまな児童
文化財を用いた実践が行われている。保育者養成課程で
学ぶ学生も、実習やボランティア等での実践に向けて、
各自のレパートリーを増やしていく。しかしながら、素
話 1)に関しては、他の児童文化財と比べて、現場ではあ
まり実施されていない現状が報告されている。
鈴木ほか（2006：68）は、保育職に就いている卒業生
に質問紙調査を実施しているが、絵本の読み聞かせに比
べて、素話に関する設問への回答数自体が少なく、実施
が敬遠されがちである実情を示していると指摘してい
る。同様に、現職保育者への質問紙調査を実施した小山
（2012：34）では、素話の実施率の低さが指摘されている
が、「時間があればやってみたい」との前向きな回答が多
かった一方、「やり方がわからない」や「自信がない」と
いった、素話を実施しない理由も示されている。保育者
養成課程で学ぶ学生は、他学科で学ぶ学生に比べて、素
話について知っている割合が高い（佐藤2017：28）との報
告もあるが、授業等で取り上げられることがない場合、
その理解は表面的なものに留まってしまい、現場での実
践につながらない可能性がある。
素話は、語り手の声を手がかりに物語を想像し、音の
響きから自由なイメージを発想する力を培うことが可能
になるといわれている。これらの力は、子どもたちの言
葉の発達にも深く関係している。そのため、素話につい
ての理解を深め、実践する力を身につけることは、保育
者として必要であり、養成課程の中でも取り扱っていく
ことが望ましいと考える。

1.
素話とは

素話とは、「物語を覚えて子どもたちに語ることをい
う。視聴覚教材などを一切用いず、人の声のみで語る」
（石井2015：391）ものである。「語り手が、主に声によっ
て表現し、それを聞き手ともどもたのしむ」文学ともい
われている（松岡2017：25）。
松岡（2017）は、お話が子どもの中に育てる力として以
下 6点を挙げる（pp.77-78）。

一、想像力を育てる
一、�考える力（ものごとの核心に注意を集中し、それを持続して、
ひとつのことを追求する力）を育てる

一、�聞き手と語り手、あるいは聞き手同士の人間関係を育てる（そ
ぼくな、人と人とのコミュニケーションのよさを体得させる）

一、ことばの力（語彙、語感）を育てる
一、お話をたのしむ力を育てる
一、字の読めない子にも文学をたのしむことを可能にする

そして、「お話が子どもに働きかけて、子どもの中に育
てる力は、どれひとつをとってみても、読書能力につな
がらないものは」なく、「耳からの読書
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の経験」が、「目
からの読書による読書生活へ」の「素地をつくる」（p.79-
80）と述べている。松居（1978）もまた、「幼児期は耳の時
代である。耳から、人間らしい豊かな心のこもった言葉
を、どのくらい聞くことができるかが、幼児期の言語教
育、言語体験にいちばん大切である」（p.3）と、耳で聞く
経験の大切さを指摘している。
想像力やことばの力を育むために、耳で聞く経験を充
実させることが求められるが、テレビやスマホ等の情報
機器の普及により、子どもたちは現在、耳以上に目を使
い、動画等の映像を視聴する機会が増えている。学生が
素話をする（お話を語る）力を身につけることは、保育施
設において子どもたちの耳で聞く場面や機会を保障して



一般寄稿

人と教育　第18号94

いくための一助にもなるのではないかと考える。
本稿では、学生が素話実践に取り組んだ授業を振り返
り、実践の過程でみえてきた課題を整理し、保育者養成
課程において素話実践を行うことの意義を考察してみ	
たい。

2.
素話実践の流れ

素話実践で学生は、（1）お話を選ぶ、（2）原稿を作成
する、（3）お話を覚える、（4）素話をする（発表）、（5）
振り返りを行う、の過程を体験する。以下に各段階の内
容を説明する。

（1）お話を選ぶ
学生はまず、自身が語るお話を選ぶ必要がある。授業
で提示した条件は、①「日本の昔話」から選ぶこと、② 3

分程度で語れる内容にすること 2)の 2点であった。

（2）原稿を作成する
お話を選択した後、3分間になるように、素話原稿を
作成する。学生は実際に声に出して語ることを通して、
大筋を変えない範囲内で、言いまわしを変えたり、文章
を短くしたり、接続詞を足したりする作業を行う。

（3）お話を覚える
原稿を作成したら、お話を覚える作業に入る。学生は、
覚える作業の四つの段階（松岡2018：22）を参考に、発表
に向けて準備を進める。

一、全体を声に出して読む
二、話の骨組を頭にいれる
三、話を絵にする（場面ごとに）
四、仕上げをする（全体をとおして）

（4）素話をする（発表）
発表当日は、クラスメイトが司会、タイムキープ、コ
メント係を分担している。発表者は自分の番になると、
司会の進行に沿って前に出て、クラスメイトを 3歳の子

どもに見立てて発表を開始する。3分経過後、コメント
係から発表に対するコメントをもらう。

（5）振り返りを行う
全体の発表が終わると、①実際に素話をしてみてどう
だったか、自分の発表に対する振り返りを行う。また、
②クラスメイトの発表を聞いて感じたこと、考えたこと
をまとめ、①も踏まえ、今後の課題を整理する。
素話実践における評価は、提出物（素話原稿と振り返
りシート）及び発表とに分けて行っている。発表をより
良いものにするためには、発表に至るまでの事前準備や
事後の振り返りを丁寧に行うことが大切であることか
ら、（1）から（5）の過程をすべて含めて素話実践である
ことを認識してもらうように心がけている。

3.
素話実践から見えてきた課題

2.に示したとおり、（1）から（5）の素話実践を進めて
いったが、各過程においては、計画の段階では想定して
いなかった課題も見えてきた。ここでは各段階において
見られた課題を、素話実践に関連する先行研究も参考に
整理していく。

（1）お話を選ぶ
授業では、「日本の昔話」からお話を選ぶことを条件に
していたが、まず、選んだお話が「日本の昔話」でなかっ
たため、再度選び直しとなった学生が複数いた。水野ら
（2021）によると、家庭における童話や昔話の絵本所有率
は1990年から減少傾向が続いており、2020年には、所有
率が40％を超える絵本は 0冊となっている。水野らも指
摘するように、図書館や電子絵本を活用することで、家
庭での所有率が減ったとしても、童話や昔話に触れる機
会は多様化していると言えるかもしれない。しかし、そ
れらに積極的にアクセスしない場合、以前であれば、誰
もが知っているとされてきた童話や昔話でさえも、読み
継がれていかないことになるのかもしれない。
もう一つの課題として、インターネットを利用し、
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ネット上の動画を参考にしたり、ダウンロード可能なお
話を使用したりする傾向の高さが挙げられる。これは次
の（2）原稿を作成する段階とも関連しているため、（2）
で説明する。

（2）原稿を作成する
学生は大学入学時から、レポートや論文を書く際の注
意点を学んできている。本授業でも、自分が語るお話の
元がどこにあるのか（どの本から引用したお話なのか）
を必ず明記することを求めている。
インターネット上に掲載されている昔話の中には、お
話が大幅に簡略化されているものや、セリフが現代風に
書き換えられているもの等があり、素話実践で扱うお話
として適しているとは言い難い。東京子ども図書館が編
集、出版している『おはなしのろうそく』シリーズや昔話
絵本等を参考にする学生は問題ないが、インターネット
検索でお話を選択しようとする学生は、そもそも引用元
が匿名だったり、曖昧であったりすることから、再度、
（1）お話を選ぶことからやり直すことになる者もいた。
同様の課題は、花房（2021：29）でも指摘されている。
お話を選ぶ際、素話に相応しい本から選ぶことを伝えて
いたが、インターネット検索から選んだり、簡略化され
たお話を抵抗なく選択したりする学生の姿があったと	
いう。

（3）お話を覚える
松岡（2018：16-18）は、「「おぼえる」は、丸暗記ではあ
りません」と述べている。その理由として、暗記と聞い
ただけで、いやなもの、やりたくないものという気持ち
がわいてきてしまうことや、語っている途中で言い間違
いをすると、その後が出てこず、話が続けられないとい
うことになる危険があることを指摘している。
本実践で学生に「素話実践で難しかったと感じたのは
どんなところか」を尋ねたところ、「覚えること」や「話
の続きを忘れてしまった際の対応」が挙がった。コメン
トには、「お話を一字一句間違えないようにする」や「完
璧に覚える」等の表現もあり、先に示した、覚える作業
の四つの段階（松岡2018：22）の説明をより丁寧に行う必
要があることが分かった。

田中（2019）では、お話を自分のものとして語れていた
学生のお話の覚え方が紹介されているが、言葉を暗記す
るのではなく、「「ストーリーを覚える」ということをし
ているので、途中で間違えることがあっても最後まで続
けて語ることができていた」（p.57）のではないかと考察
している。

（4）素話をする（発表）
「素話実践で難しかったと感じたのはどんなところか」
を尋ねたところ、回答の多くが発表に関するものであっ
たが、その中でも「緊張せずに人前に立ち、落ち着いて
話すこと」と「目線」を指摘した学生が多かった。
花房（2021：25）では、「しっかりと練習を重ね、お話の

面白さを十分に伝えられる学生もいれば、練習不足や準
備不足、また友達の前で発表することの照れからうまく
表現できない学生の姿」が、田中（2019：58）でも、緊張
により、お話を忘れてしまったり、子ども（学生）の顔が
見られなかったという学生のコメントが紹介されている。
本実践でも、タイトルをいうまではニコニコと笑顔で
話し始めた学生が、次の瞬間から言葉が出ず、3分間語
ることができずにいた学生や、途中から笑いが止まら
ず、最後までお話の世界に戻れなかった学生、お話自体
は最後まで滞りなく語れていたが、始終足元の一点を見
つめ、子ども役のクラスメイトの方を一度も見ることが
できなかった学生等、さまざまな姿があった。学生の姿
やコメントから、発表においては、まず 1人でクラスメ
イトの前に立つことに最初の難しさが、クラスメイトの
方に視線を向けることに次の難しさがあり、そこに素話
をすることの難しさが重なり、学生自身も予想していな
かった展開になってしまったのだと考えられる。

（5）振り返りを行う
素話を行った（発表）後、学生は振り返りシートを用い
て、自身の発表とクラスメイトの発表について、今後の
課題を整理するが、その課題に基づいた「次の実践」は行
われていないのが現状である。素話の発表では、事前の
準備や取り組みの結果が大きく反映されることは勿論だ
が、それまでの経験の積み重ねによる影響も考えられる
だろう。そのため、学生の力を高めていくためには、単



一般寄稿

人と教育　第18号96

発の課題として終えるのではなく、継続課題として取り
組んでいくことが必要である。
授業で素話実践を行った花房（2021：25）は、演習科
目における実践体験を学生が実習で活用できているかを
調査している。その結果、絵本の読み聞かせや、わらべ
うた等に比べて、素話を実施した学生は、教育実習、保
育所実習で4.3％（4名）、施設実習で8.7％（8名）と、い
ずれも少数であることが分かったという。授業担当者と
しては、学内での学びを実習で活用してほしいとの願い
があるが、実習等で自信を持って実践するためには、学
内での一度の経験では不十分なのだろう。実習だけでは
なく、卒業後に保育現場で実践できる力をつけるために
は、科目間連携等を通して、複数回、実践の機会を持つ
ことも検討すべきだろう。

4.
素話実践の意義―今後に向けてー

3.では、素話実践から見えてきた課題を取り上げた
が、別の側面から見るとそれらは、素話実践の意義とも
捉えることができるものがある。以下に 3点を挙げる。

（1）素話に対する理解を深める
授業で素話実践を扱うことにした当初、学生は素話に
対するイメージが湧きづらく、絵本の読み聞かせやシア
ター系の課題よりも、何をしたらいいか分からないとい
う、不慣れな姿があった。素話実践の過程を経た今、学
生により個人差はあるが、素話に対する全体の理解は、
少なからず深まっているといえるだろう。
浅井ら（2019：129）は、先行研究から学生が素話を難
しいと感じていることは明らかであるが、具体的にどの
ようなことを難しいと感じているのかを明らかにするた
めに、紙芝居との比較分析を行っている。その結果、「絵
のような視覚的なサポートがないため物語の展開や進行
についていくことが難しく、物語を理解しにくいと感じ
ていることがわかった」という。そこから、「素話の魅
力であるイメージしたり想像したりする楽しさを味わい
つつ、その難しさを乗り越えるような指導をする」こと

や、「素話を通じた先入観や前提の問い直しとしての授
業」のあり方を提案している。
素話に対しては、他の児童文化財よりも見聞きしたり、
実践したりする機会が少ないことによる不慣れさが、難
しいという認識につながっていると考えられるため、実
践を継続することで素話理解を深めることにつながり、
難しさの感じ方も変化していくと推察できる。

（2）昔話に触れる
お話を選ぶ過程で、複数の学生が昔話を選ぶことがで
きなかったと指摘した。昔話を題材にすることは、これ
まで昔話に触れてこなかった学生にとっては、新たに昔
話に出会う機会になると考える。また、クラスメイトの
選んだ複数の昔話を聞く発表の場も、複数の昔話に触れ
る機会となるといえる。

（3）人前での実践に慣れる、他者の実践に触れる
発表においてはまず、素話に対する苦手意識を軽減さ
せたり、お話をすることに対する緊張に慣れていく場を
用意することが大切だと考えられるが、発表では多くの
難しさが同時に存在することも事実である。そのために
はじめの段階においては、道具を使わないことにこだわ
らず、人前で話をすることに慣れることを目指すため
に、最小限の道具を使っての実践から始めることも検討
しても良いのではないかと考える。
そして、素話の実践を現在よりもさらに段階を経て継
続して行うことで、人前での実践に次第に慣れ、同時に、
他者の実践に触れることにより、素話に魅力を感じるよ
うになったり、さらに自身の実践を振り返るきっかけに
なるのではないかと考える。

おわりに

本稿では、学生が素話実践に取り組んだ授業を振り返
り、実践の過程でみえてきた課題を関連する先行研究も
参考に整理し、保育者養成課程において素話実践を行
うことの意義と今後に向けた新たな課題について考察	
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した。
（1）お話を選ぶ、（2）原稿を作成する、（3）お話を覚
える、（4）素話をする（発表）、（5）振り返りを行う、と
いう素話実践の各段階における課題が整理されたが、そ
れらは実践を行うことにより改善されていく可能性があ
ることから、視点を変えると、実践することの意義とし
て捉えることもできる。
学生だけではなく、保育現場における素話離れの現状
が指摘されているが、養成課程において素話実践を体験
することが、現場の取り組みを変化させるきっかけにな
ることを期待し、今後も継続して取り組んでいきたいと
考える。

註

1 )	 本稿では、素話、お話、ストーリーテリングを厳密に区別
せずに使用している。

2 )	 授業では、保育士試験を参考に素話の時間を 3分程度と設
定した。保育士試験の実技試験（言語に関する技術）では、
3歳児クラスの子どもに 3分間お話することを想定し、お
話を選択し語ることが課題となっている。
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